
ミュージアムセミナー③ ≪ブックリスト≫ 

明治大学博物館 

「藩領と江戸藩邸～内藤家文書の描く 磐城平・延岡・江戸～」展 
2014 年 10 月 17 日（金） 14：00～15：30 

 

このセミナーに関連する本・展覧会をより楽しむための本をご紹介します。 

 

≪内藤家に関する記述がある資料≫ 

タイトル 著者・編者 出版社 出版年月・ISBN 
請求記号 

資料番号 

江戸時代の大名 
日向国延岡藩内藤家文書の世界 

明治大学博物館 

延岡市教育委員会 

著 

明治大学博物館

事務室 

2005.10 

― 

703.8 図録 

1080113168 

内容紹介 明治大学博物館 2005 年度特別展の図録 

譜代藩の研究 
譜代内藤藩の藩政と藩領 

明治大学内藤家

文書研究会 著 
八木書店 

1972.8 

― 

閉架 

210.5/ﾒ 72 

101252443 

内容紹介 
明治大学の学部あるいは大学院を卒業した研究者によって執筆された内藤家文書の研究書。 

関東入部前の内藤家から、佐貫、磐城平、延岡における内藤家の歴史が網羅されている。 

幕藩体制史の研究 藤野保 著 吉川弘文館 
1961.7 

― 

閉架 

210.5/ﾌ 592/1 

101252336 

江戸幕府と譜代藩 煎本増 著 雄山閣出版 
1996.3 

4-639-01346-9 

E210.5//CH ※１ 

1101364808 

内容紹介 

譜代家臣団によって支えられた江戸幕府、そのうち上級家臣は一万石以上の大名に取り立てられ、

近世大名成立構造の母体となった。 

その支配構造を精緻に解析し、その諸特質を具体的に示し、近世幕藩関係史の新たな地平を切り開

いた画期的論考。（雄山閣ホームページより） 

藩史大事典 第 1 巻 
北海道・東北編 

木村礎 ほか 編 雄山閣出版 
1988.10 

4-639-00767-1 

参考図書（禁帯）

R210.5 

101015675 

藩史大事典 第 7 巻 
九州編 

木村礎/藤野保/

村上直 編 
雄山閣出版 

1988.7 

4-639-00725-6 

参考図書（禁帯）

R210.5 

101015618 

内容紹介 

本書典は、藩の成立事情から廃藩置県にいたる「藩の概観」にとどまらず、「藩名」以下 25 の項目に

ついて、各藩別に記述し、藩史の総合的叙述を意図した。 

とくに、藩主の系図は姻戚関係を示し、藩主一覧は石高・所領の変遷との関係においてとらえ、詳細

な藩史略年表を付した。 

また、藩の職制については地方支配との関係で示し、村役人の名称から領内の交通路、番所、在

町、津出場・米蔵および専売制、藩札、藩校、武術など、藩史研究に必要な項目をすべて収録した。 

さらに幕藩関係を重視し、江戸屋敷(京屋敷)や蔵屋敷の所在地、参勤交代の項目も設けた。 

このように、本事典は藩史研究に必要なあらゆる項目を網羅して集大成を試み、さらに豊臣政権(慶

長 3年)から明治 4年の廃藩置県にいたるまでの 274年間に存在したすべての藩(大名)について、

廃絶大名も含めて、これを完全に収録したところに大きな特色がある。 

（雄山閣ホームページより） 

 
裏に続く 



≪幕藩体制、御家騒動、藩の内情などについての資料≫ 

 

幕藩制的秩序と御家騒動 福田千鶴 著 校倉書房 
1999.11 

4-7517-3000-2 

閉架 

210.5/ﾌ 

105279376 

内容紹介 

近世前期に生じた御家騒動は、幕府が介入したというよりも、大名・家中の側から幕府に訴訟していた

節がある。御家騒動を引き起こす当事者たちの行動の原理を、幕藩社会の規定性の中において解

明する。 

幕藩体制 伊東多三郎 著 清水弘文堂 
1969 

― 

210.5 ｲ 501 

101251395 

江戸三百藩 
戦国大名の系譜から幕末の雄藩まで 

石内雅也/末永

文男/初田博明 著 
英和出版社 

2014.4 

978-4-86545-022-4 

210.5 

1000258986 

内容紹介 

「藩」は、徳川幕府の 260年にわたる治世を成り立たせていた最も重要な基盤だった。藩の成立期か

ら終焉期までを通して、戦国大名の衰退や幕末諸藩状況などを見る。見開きの「大日本行程大絵

図」あり。 

江戸大名のお家騒動 中嶋繁雄 著 幻冬舎 
2005.8 

4-344-01032-9 

T210 ※2 

130050826 

210.5 ※３ 

108279845 

内容紹介 
百万石伏魔殿の怪(加賀騒動)、主君謀叛その裏の真実(黒田騒動)、惨たり天狗党の地獄図(水戸

騒動)…。親子も、兄弟も、忠実な部下にも裏切られ…。今も昔も変わらない相続争い、「江戸大名の

お家騒動」を多数紹介。 

御家騒動 
大名家を揺るがした権力闘争 

福田千鶴 著 中央公論新社 
2005.3 

4-12-101788-9 

210.5 

105497887 

210.5/ﾌｸ/E ※１ 

1101081477 

江戸 300 藩県別うんちく話 八幡和郎 著 講談社 
2003.6 

4-06-256750-4 

B210.5 

105279996 

B ﾔ ※２ 

106407398 

大江戸「懐」事情 小林弘忠 著 実業之日本社 
2003.12 

4-408-10566-X 

210.5 ※４ 

109261156 

内容紹介 
増えない俸禄とかさむ出費。大名から下級武士、町人たちのやりくり算段とは? お足(金)のやり繰りに

苦しんだのは、徳川時代の人々も皆同じ。火の車となった幕藩の財政改革に、命をかけた男たちの壮

絶なドラマを描く。 

江戸三〇〇藩最後の藩主 
うちの殿さまは何をした? 

八幡和郎 著 光文社 
2004.3 

4-334-03241-9 

210.5 

130457187 

210.5 ※４ 

109271536 

 

※１は日比谷図書文化館、※２は四番町図書館、※３は昌平まちかど図書館、※４は神田まちかど図書館の所蔵、そ

れ以外は千代田図書館所蔵の資料です。「禁帯」の資料は貸出できません。 

＊このリストに掲載した以外の館が所蔵している場合もあります。検索システムにこのリストにある記載されている資料

番号を入力すると、所蔵するすべての資料が表示されます。 

 

作成：千代田図書館 ＜2014 年 10月作成＞ 


